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委員会の審査から、予算の審査から

西東京市
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「
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
係
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
す

る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
学
校
に
お
け
る
体
育

に
関
す
る
こ
と
を
除
く
ス
ポ
ー

ツ
、
及
び
文
化
財
の
保
護
に
関

す
る
こ
と
を
除
く
文
化
に
関
す

る
事
務
を
、
市
長
が
管
理
、
執

行
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
。

　

本
条
例
に
基
づ
き
、
教
育
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
教
育
部
所

管
の
文
化
事
業
を
市
長
部
局
へ

移
管
す
る
。

※
文
教
厚
生
委
員
会
の
所
管
事

項
と
関
連
す
る
た
め
、
連
合
審

査
会
を
開
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
所
管

で
学
校
に
か
か
わ
る
事
務
事
業

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

教
育
課
程
の
体
育
は
学
校

の
範
疇
で
行
っ
て
お
り
、
特
に

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

生
涯
学
習
ま
た
は
社
会
教

育
事
業
で
あ
る
公
民
館
活
動
と
、

市
長
部
局
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
行

政
と
の
連
携
の
仕
方
は
。

答　

生
涯
学
習
、
公
民
館
・
図

書
館
等
に
つ
い
て
は
、
法
体
系

に
沿
っ
て
引
き
続
き
教
育
委
員

会
で
所
管
す
る
。
生
涯
学
習
推

進
計
画
で
既
に
庁
内
横
断
的
な

検
討
組
織
が
あ
る
の
で
、
よ
り

密
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
現
行
の
７
部
１
室
か

ら
８
部
１
室
に
し
、
生
活
環
境

部
を
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
と

み
ど
り
環
境
部
に
再
編
し
て
事

務
分
掌
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

　

今
回
の
組
織
改
正
は
、
①
ス

ポ
ー
ツ
行
政
・
文
化
事
業
の
市

長
部
局
移
管
に
よ
る
組
織
体
制

の
充
実
、
②
健
康
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
③
特
定
課
題
へ
の
対

応
、
④
健
康
都
市
宣
言
に
向
け

た
体
制
の
充
実
、
の
４
つ
の
方

向
で
見
直
し
を
行
っ
た
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

市
長
は
、
部
や
課
を
縮
小

す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
が
、

今
回
は
増
え
て
い
る
。
理
由
は
。

答　

前
回
の
組
織
改
正
の
枠
の

中
で
組
織
を
見
直
す
と
い
う
前

提
で
、
行
政
課
題
の
対
応
等
を

内
部
検
討
し
た
結
果
こ
う
い
う

配
置
に
な
っ
た
。

問　

定
数
、
人
員
配
置
は
い
つ

ご
ろ
決
定
さ
れ
る
の
か
。

答　

第
２
次
定
員
適
正
化
計
画

で
定
め
て
い
る
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
の
目
標
値
を
原
則
に
、

12
月
か
ら
１
月
に
最
終
的
に
確

定
し
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
条
文
の
改
正
を
行
い
、
ま

た
、
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
出

産
育
児
一
時
金
等
の
医
療
機
関

等
へ
の
直
接
支
払
制
度
と
一
体

の
緊
急
少
子
化
対
策
と
し
て
、

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付
額
を

４
万
円
引
き
上
げ
、
39
万
円
と

す
る
も
の
。
平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
の
出
産
が
対
象
と
な
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

保
険
証
が
市
に
と
め
置
か

れ
て
い
て
手
元
に
な
い
人
が
出

産
を
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

答　

滞
納
者
が
来
庁
し
た
場
合
、

窓
口
で
納
付
相
談
を
し
て
も
ら

い
、
出
産
育
児
一
時
金
は
支
払

っ
て
い
る
。
新
た
な
支
払
方
式

で
も
、
国
は
滞
納
者
に
つ
い
て

も
支
払
い
を
す
る
方
向
だ
。

問　

滞
納
者
に
は
一
時
金
が
給

付
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

も
い
る
と
思
う
が
、
周
知
は
。

答　

新
た
な
支
払
方
式
で
は
、

医
療
機
関
と
出
産
す
る
被
保
険

者
が
退
院
時
等
に
直
接
支
払
方

式
の
合
意
文
書
を
取
り
交
わ
す
。

医
療
機
関
で
は
相
手
が
滞
納
者

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

改
め
て
周
知
し
な
く
て
も
支
払

い
は
可
能
か
と
思
う
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
文
化
芸
術
振
興
条
例
」

【
説
明
】
市
民
の
自
主
性
、
主

体
性
を
十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
、

文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
基

本
理
念
、
市
民
・
市
・
団
体
等

の
役
割
、
基
本
計
画
の
策
定
、

市
の
重
点
目
標
・
基
本
施
策
、

推
進
機
関
の
設
置
等
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

芸
術
文
化
と
い
う
の
は
非

常
に
幅
広
く
、
思
想
・
信
条
の

自
由
な
ど
も
あ
る
。
市
の
条
例

で
市
民
の
役
割
を
規
定
す
る
こ

と
は
適
当
な
の
か
。
も
っ
と
自

由
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

こ
の
辺
の
議
論
と
考
え
方
は
。

答　

市
民
・
団
体
の
自
主
性
、

主
体
性
を
極
め
て
尊
重
し
つ
つ
、

市
と
し
て
は
余
計
な
関
与
、
干

渉
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

意
見
も
い
た
だ
い
た
。
今
ま
で

の
活
動
が
さ
ら
に
発
展
で
き
る

よ
う
な
、
こ
れ
ら
の
担
い
手
と

し
て
の
努
力
義
務
と
い
う
こ
と

で
規
定
に
至
っ
た
。

問　

文
化
芸
術
振
興
基
本
計
画

は
、
推
進
機
関
が
決
め
る
の
か
。

答　

推
進
機
関
で
議
論
い
た
だ

い
た
結
果
を
尊
重
し
、
市
と
し

て
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
市
内
の
中
小
企
業
者

に
対
し
、
中
小
企
業
特
別
対
策

運
転
資
金
と
し
て
事
業
に
必
要

な
原
材
料
も
し
く
は
商
品
の
仕

入
れ
ま
た
は
従
業
員
へ
の
給
与

の
支
払
い
等
に
要
す
る
資
金
を

補
助
す
る
緊
急
一
時
的
な
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
。
景
気

の
低
迷
が
長
引
い
て
い
る
た
め
、

今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
実
施

し
た
「
緊
急
対
策
」
に
追
加
し

て
「
特
別
対
策
」
と
し
て
実
施

す
る
。

　

融
資
限
度
額
は
500
万
円
、
償

還
期
間
は
５
年
以
内
、
据
置
期

間
は
６
月
以
内
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

「
緊
急
対
策
」
の
実
績
と

今
回
の
事
業
の
利
用
見
込
み
は
。

　

ま
た
、
「
緊
急
対
策
」
の
と

き
に
も
一
日
も
早
く
融
資
で
き

る
よ
う
保
証
協
会
等
に
働
き
か

け
を
と
の
意
見
が
出
て
い
た
が
。

答　

実
績
は
、
申
し
込
み
325
件
、

融
資
実
行
273
件
、
否
決
44
件
、

取
り
下
げ
８
件
。
実
績
か
ら
申

し
込
み
を
300
件
程
度
、
そ
の
う

ち
180
件
程
度
を
年
度
内
の
対
象

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

保
証
協
会
に
は
で
き
る
だ
け

早
い
審
査
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

事
業
の
裏
づ
け
と
な
る
財

源
は
何
か
。

答　

国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ

れ
た
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対

策
の
臨
時
交
付
金
を
充
て
る
。

こ
れ
は
年
度
内
に
支
出
を
見
込

む
180
件
の
財
源
と
考
え
て
い
る
。

問　

施
行
期
日
が
11
月
１
日
と

な
っ
て
い
る
。
本
当
に
年
末
の

資
金
需
要
に
間
に
合
う
の
か
。

答　

で
き
る
だ
け
早
い
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
事
務
を
進
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
24
億
７
千
366
万
９
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
631
億

６
千
317
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
項
目

・
市
税
は
、
景
気
鈍
化
の
影
響

に
よ
り
個
人
、
法
人
の
市
民

税
を
10
億
９
千
652
万
７
千
円

減
額
。

・
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
補
正

予
算
関
連
を
中
心
に
９
億
２

千
237
万
３
千
円
増
額
。

・
繰
入
金
は
、
20
年
度
決
算
に

伴
う
特
別
会
計
の
繰
入
金
の

精
算
や
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
な
ど
に
よ
り
17
億
３

千
552
万
３
千
円
増
額
。

・
繰
越
金
は
、
平
成
20
年
度
一

般
会
計
の
確
定
に
よ
り
５
億

７
千
309
万
１
千
円
増
額
な
ど
。

歳
出
の
主
な
項
目

・
総
務
費
は
、
市
税
還
付
金
の

増
額
、
田
無
庁
舎
・
保
谷
南

分
庁
舎
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
整
備
な
ど
に
よ
り
４
億
５

千
970
万
８
千
円
増
額
。

・
民
生
費
は
、
住
宅
手
当
緊
急

特
別
措
置
事
業
の
実
施
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給

な
ど
に
よ
り
４
億
８
千
152
万

７
千
円
増
額
。

・
商
工
費
は
、
無
利
子
融
資
あ	

っ
せ
ん
の
新
制
度
創
設
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

等
に
よ
り
７
千
120
万
１
千
円

増
額
。

・
教
育
費
は
、
小
中
学
校
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
設
備

の
整
備
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
に
よ
り
４
億
７
千
510
万

２
千
円
増
額
。

・
諸
支
出
金
は
、
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
み
立
て
に
よ
り
８

億
８
千
900
万
円
増
額
な
ど
。

【
主
な
質
疑
項
目
等
】

・
政
権
交
代
で
国
の
補
正
予
算

の
凍
結
が
あ
っ
た
場
合
の
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て

・
市
税
の
10
億
円
減
額
に
お
け

る
納
税
義
務
者
数
の
減
と
法

人
の
分
析
に
つ
い
て

・
地
域
活
性
化
事
業
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
と
関
連
イ
ベ
ン

ト
事
業
に
つ
い
て

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
設

備
事
業
に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ

工
事
、
地
震
へ
の
対
応
、
現

状
の
古
い
テ
レ
ビ
の
処
分
費
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
い
て

〔
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購

入
費
助
成
事
業
〕

・
助
成
対
象
自
転
車
の
規
格
、

販
売
店
、
申
請
の
流
れ
に
つ

い
て

・
引
き
取
り
の
サ
イ
ク
ル
や
民

間
委
託
に
よ
る
レ
ン
タ
ル
の

検
討
に
つ
い
て

・
幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
使
用

等
安
全
面
の
指
導
に
つ
い
て

〔
太
陽
光
発
電
設
備
整
備
事
業
〕

・
二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
等
の

表
示
な
ど
環
境
施
策
に
つ
い
て

・
庁
舎
の
太
陽
光
設
置
整
備
で

な
く
、
市
民
へ
の
助
成
増
の

検
討
に
つ
い
て

・
市
債
を
発
行
し
て
ま
で
こ
の

時
期
に
行
う
意
義
に
つ
い
て

〔
小
中
学
校
洋
式
便
器
整
備
事

業
〕

・
工
事
に
お
け
る
に
お
い
の
解

消
等
衛
生
的
な
配
慮
に
つ
い
て

・
大
規
模
改
修
で
進
め
て
い
る

学
校
の
洋
式
化
率
と
の
相
違

に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
（
医
療
）
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
以
上
、
賛
成
全
員
で

可
決

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

予
算
の
審
査
か
ら

委

員

会

の

審

査

か

ら

　

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
・
特
別
委
員
会
等
で
審
査
を

行
い
ま
す
。
第
３
回
定
例
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
係
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
、
企
画
総
務
委
員
会
と
文
教
厚
生
委
員
会
の
連
合
審
査
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

第
３
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
９
月
15
日
と
16
日
の
２
日
間
予
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
て
平
成
21
年
度
補
正
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


